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目的
　分解能の異なる長さを測る測定器具を用いて金属板の直径を測定し、その結果を比較する。

原理
[bookmark: _GoBack]　分解能とは、その測定器具で測定できる最小量のことである。通常、アナログ目盛りを持つ測定器具はその目盛りの1/10を分解能とするが、副尺やバーニヤと呼ばれる部位を持つ測定器具はその副尺を分解能とする。また、測定値をデジタル表示する測定器具は、その表示の最小値を分解能とする。分解能の小さな測定器具を用いることで、より小さな物理量まで測定が可能となる。

実験方法
A．実験装置
直尺　分解能 〇〇　mm
ノギス　分解能 〇〇　mm
マイクロメーター　分解能 〇〇　mm
金属円盤

B．実験方法
・金属円盤試料の直径を直尺、ノギス、マイクロメーターで測定した。
・金属円盤試料の直径の最終結果を比較した。



結果
　表1に直尺、ノギス、マイクロメーターで測定された金属円盤試料の直径をまとめた。

	表1．　測定された金属円盤試料の直径

	使用器具
	直尺 (mm)
	ノギス (mm)
	ﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰ (mm)

	1回目
	
	
	

	2回目
	
	
	

	3回目
	
	
	

	4回目
	
	
	

	5回目
	
	
	

	6回目
	
	
	



　表2に直尺、ノギス、マイクロメーターで測定された金属円盤試料の直径の最確値、不確かさ、最終結果、表3に相対不確かさをまとめた。

	表2．　測定された金属円盤試料の直径の最確値、不確かさ、最終結果

	使用器具
	直尺で測定した
直径 (mm)
	ノギスで測定した
直径 (mm)
	ﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰで測定した直径 (mm)

	最確値
	
	
	

	標準不確かさ
	
	
	

	分解能
	
	
	

	合成標準不確かさ
	
	
	

	拡張不確かさ
	
	
	

	最終結果
	±
	±
	±




	表3．　測定された金属円盤試料の直径の相対不確かさ

	使用器具
	直尺
	ノギス
	ﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰ

	相対不確かさ
	?×10?
	?×10?
	?×10?




考察
　？？直尺、ノギス、マイクロメーターで測定された最確値、標準不確かさ、分解能・・・の大小関係をそれぞれ比べ、その大小関係が得られる理由等を考察する？？
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